
（日本産業規格Ａ列４）

奥州市（市長部局） 年 ６ 月 １ 日

Ａ　任免状況

① 職員の数 （〔注意〕 2、3参照） ② 除外職員の数 （〔注意〕 3、4参照） ③ 旧除外職員の数 （〔注意〕 3、5参照）

a 職員の数 b 短時間勤務職 c 職員の総数 d 除外職員の数 e 短時間勤務 f 除外職員の総数 g 旧除外職員の数 h 短時間勤務 i 旧除外職員

（短時間勤務職員 員の数 = a+(b×0.5) （短時間勤務職員 除外職員の数 = d+(e×0.5) （短時間勤務職員 旧除外職員の数 の総数

を除く） を除く） を除く） = g+(h×0.5)

人 人 人 人 人 人 人 人 人

④　身体障害者、知的障害者又は精神障害者である職員の数 （〔注意〕 3、6、6-2参照）

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (ﾆ) (ﾎ) (ﾍ) (ﾄ) (ﾁ) (ﾘ) (ﾇ) (ﾙ) (ｦ) (ｶ)

(ﾜ)

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

Ｂ　上記に基づく計算

⑤ 現在設定されている除 ⑥ 基準割合 ⑦ ⑥に基づく除外率 ⑧ 適用される除外率 ⑨ 法定雇用障害者数の算 ⑩ 障害者計 ⑪ 実雇用率 ⑫ 法定雇用障害者数を達成

外率（〔注意〕 7参照） ={③i/(①c-②f)}×100 （〔注意〕 10参照） （〔注意〕 11参照） 　定の基礎となる職員の数　 =④ﾎ+④ﾇ+④ｶ =(⑩/⑨)×100   するために採用しなければ

（〔注意〕 8、9参照） 　　=①c-②f-{(①c-②f)×⑧} （〔注意〕 13参照） （〔注意〕 14参照）   ならない身体障害者、知的

（〔注意〕 12参照）   障害者又は精神障害者の数

（〔注意〕 15参照）

％ ％ ％ ％ 人 人 ％ 人

別紙１

2.200 26 5 0 1000.0 22

0

3

{(ｦ－ﾜ)×0.5}

0 0

4 1 5 0

重度知的障害者  重度知的障害者 知的障害者の数 精神障害者 精神障害者

＋ﾜ

3 15 1 22

(ｦ)のうち
〔注意〕6-2
に該当する
者の数

=ﾙ＋

職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾆ×0.5) 職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾘ×0.5) 職員

以外の身体障害者 である短時間 勤務 以外の身体障害者で =(ｲ×2)＋ﾛ＋ﾊ 以外の知的障害者 である短時間 勤務 以外の知的障害者で =(ﾍ×2)＋ﾄ＋ﾁ である短時間勤務

様式第３号（第２条関係）　（表面）

障　害　者　任　免　状　況　通　報　書
機　関　名 令和 ２ 現在

 重度身体障害者 重度身体障害者 重度身体障害者  重度身体障害者 身体障害者の数  重度知的障害者

984 32 1000 0 258 14 265

精神障害者の数重度知的障害者



（日本産業規格Ａ列４）

奥州市（上下水道部） 年 ６ 月 １ 日

Ａ　任免状況

① 職員の数 （〔注意〕 2、3参照） ② 除外職員の数 （〔注意〕 3、4参照） ③ 旧除外職員の数 （〔注意〕 3、5参照）

a 職員の数 b 短時間勤務職 c 職員の総数 d 除外職員の数 e 短時間勤務 f 除外職員の総数 g 旧除外職員の数 h 短時間勤務 i 旧除外職員

（短時間勤務職員 員の数 = a+(b×0.5) （短時間勤務職員 除外職員の数 = d+(e×0.5) （短時間勤務職員 旧除外職員の数 の総数

を除く） を除く） を除く） = g+(h×0.5)

人 人 人 人 人 人 人 人 人

④　身体障害者、知的障害者又は精神障害者である職員の数 （〔注意〕 3、6、6-2参照）

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (ﾆ) (ﾎ) (ﾍ) (ﾄ) (ﾁ) (ﾘ) (ﾇ) (ﾙ) (ｦ) (ｶ)

(ﾜ)

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

Ｂ　上記に基づく計算

⑤ 現在設定されている除 ⑥ 基準割合 ⑦ ⑥に基づく除外率 ⑧ 適用される除外率 ⑨ 法定雇用障害者数の算 ⑩ 障害者計 ⑪ 実雇用率 ⑫ 法定雇用障害者数を達成

外率（〔注意〕 7参照） ={③i/(①c-②f)}×100 （〔注意〕 10参照） （〔注意〕 11参照） 　定の基礎となる職員の数　 =④ﾎ+④ﾇ+④ｶ =(⑩/⑨)×100   するために採用しなければ

（〔注意〕 8、9参照） 　　=①c-②f-{(①c-②f)×⑧} （〔注意〕 13参照） （〔注意〕 14参照）   ならない身体障害者、知的

（〔注意〕 12参照）   障害者又は精神障害者の数

（〔注意〕 15参照）

％ ％ ％ ％ 人 人 ％ 人

別紙１

1.790 0 0 56.0 1

0

0

{(ｦ－ﾜ)×0.5}

0 0

1 1 0

重度知的障害者  重度知的障害者 知的障害者の数 精神障害者 精神障害者

＋ﾜ

1 1

(ｦ)のうち
〔注意〕6-2
に該当する
者の数

=ﾙ＋

職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾆ×0.5) 職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾘ×0.5) 職員

以外の身体障害者 である短時間 勤務 以外の身体障害者で =(ｲ×2)＋ﾛ＋ﾊ 以外の知的障害者 である短時間 勤務 以外の知的障害者で =(ﾍ×2)＋ﾄ＋ﾁ である短時間勤務

様式第３号（第２条関係）　（表面）

障　害　者　任　免　状　況　通　報　書
機　関　名 令和 ２ 現在

 重度身体障害者 重度身体障害者 重度身体障害者  重度身体障害者 身体障害者の数  重度知的障害者

56 56 0 0

精神障害者の数重度知的障害者



（日本産業規格Ａ列４）

総合水沢病院 年 ６ 月 １ 日

Ａ　任免状況

① 職員の数 （〔注意〕 2、3参照） ② 除外職員の数 （〔注意〕 3、4参照） ③ 旧除外職員の数 （〔注意〕 3、5参照）

a 職員の数 b 短時間勤務職 c 職員の総数 d 除外職員の数 e 短時間勤務 f 除外職員の総数 g 旧除外職員の数 h 短時間勤務 i 旧除外職員

（短時間勤務職員 員の数 = a+(b×0.5) （短時間勤務職員 除外職員の数 = d+(e×0.5) （短時間勤務職員 旧除外職員の数 の総数

を除く） を除く） を除く） = g+(h×0.5)

人 人 人 人 人 人 人 人 人

④　身体障害者、知的障害者又は精神障害者である職員の数 （〔注意〕 3、6、6-2参照）

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (ﾆ) (ﾎ) (ﾍ) (ﾄ) (ﾁ) (ﾘ) (ﾇ) (ﾙ) (ｦ) (ｶ)

(ﾜ)

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

Ｂ　上記に基づく計算

⑤ 現在設定されている除 ⑥ 基準割合 ⑦ ⑥に基づく除外率 ⑧ 適用される除外率 ⑨ 法定雇用障害者数の算 ⑩ 障害者計 ⑪ 実雇用率 ⑫ 法定雇用障害者数を達成

外率（〔注意〕 7参照） ={③i/(①c-②f)}×100 （〔注意〕 10参照） （〔注意〕 11参照） 　定の基礎となる職員の数　 =④ﾎ+④ﾇ+④ｶ =(⑩/⑨)×100   するために採用しなければ

（〔注意〕 8、9参照） 　　=①c-②f-{(①c-②f)×⑧} （〔注意〕 13参照） （〔注意〕 14参照）   ならない身体障害者、知的

（〔注意〕 12参照）   障害者又は精神障害者の数

（〔注意〕 15参照）

％ ％ ％ ％ 人 人 ％ 人

別紙１

1.5840 55 35 40 189.5 3

0

1

{(ｦ－ﾜ)×0.5}

0 0

0 0

重度知的障害者  重度知的障害者 知的障害者の数 精神障害者 精神障害者

＋ﾜ

1 1 3

(ｦ)のうち
〔注意〕6-2
に該当する
者の数

=ﾙ＋

職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾆ×0.5) 職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾘ×0.5) 職員

以外の身体障害者 である短時間 勤務 以外の身体障害者で =(ｲ×2)＋ﾛ＋ﾊ 以外の知的障害者 である短時間 勤務 以外の知的障害者で =(ﾍ×2)＋ﾄ＋ﾁ である短時間勤務

様式第３号（第２条関係）　（表面）

障　害　者　任　免　状　況　通　報　書
機　関　名 令和 ２ 現在

 重度身体障害者 重度身体障害者 重度身体障害者  重度身体障害者 身体障害者の数  重度知的障害者

302 25 314.5 0 0 0 169 9 173.5

精神障害者の数重度知的障害者



（日本産業規格Ａ列４）

奥州市（教育委員会） 年 ６ 月 １ 日

Ａ　任免状況

① 職員の数 （〔注意〕 2、3参照） ② 除外職員の数 （〔注意〕 3、4参照） ③ 旧除外職員の数 （〔注意〕 3、5参照）

a 職員の数 b 短時間勤務職 c 職員の総数 d 除外職員の数 e 短時間勤務 f 除外職員の総数 g 旧除外職員の数 h 短時間勤務 i 旧除外職員

（短時間勤務職員 員の数 = a+(b×0.5) （短時間勤務職員 除外職員の数 = d+(e×0.5) （短時間勤務職員 旧除外職員の数 の総数

を除く） を除く） を除く） = g+(h×0.5)

人 人 人 人 人 人 人 人 人

④　身体障害者、知的障害者又は精神障害者である職員の数 （〔注意〕 3、6、6-2参照）

(ｲ) (ﾛ) (ﾊ) (ﾆ) (ﾎ) (ﾍ) (ﾄ) (ﾁ) (ﾘ) (ﾇ) (ﾙ) (ｦ) (ｶ)

(ﾜ)

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

Ｂ　上記に基づく計算

⑤ 現在設定されている除 ⑥ 基準割合 ⑦ ⑥に基づく除外率 ⑧ 適用される除外率 ⑨ 法定雇用障害者数の算 ⑩ 障害者計 ⑪ 実雇用率 ⑫ 法定雇用障害者数を達成

外率（〔注意〕 7参照） ={③i/(①c-②f)}×100 （〔注意〕 10参照） （〔注意〕 11参照） 　定の基礎となる職員の数　 =④ﾎ+④ﾇ+④ｶ =(⑩/⑨)×100   するために採用しなければ

（〔注意〕 8、9参照） 　　=①c-②f-{(①c-②f)×⑧} （〔注意〕 13参照） （〔注意〕 14参照）   ならない身体障害者、知的

（〔注意〕 12参照）   障害者又は精神障害者の数

（〔注意〕 15参照）

％ ％ ％ ％ 人 人 ％ 人

様式第３号（第２条関係）　（表面）

障　害　者　任　免　状　況　通　報　書
機　関　名 令和 ２ 現在

 重度身体障害者 重度身体障害者 重度身体障害者  重度身体障害者 身体障害者の数  重度知的障害者

328 35 345.5 0 17 17

精神障害者の数重度知的障害者

以外の身体障害者 である短時間 勤務 以外の身体障害者で =(ｲ×2)＋ﾛ＋ﾊ 以外の知的障害者 である短時間 勤務 以外の知的障害者で =(ﾍ×2)＋ﾄ＋ﾁ である短時間勤務

重度知的障害者  重度知的障害者 知的障害者の数 精神障害者 精神障害者

＋ﾜ

3 1 7 1

(ｦ)のうち
〔注意〕6-2
に該当する
者の数

=ﾙ＋

職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾆ×0.5) 職員 ある短時間勤務職員 　＋(ﾘ×0.5) 職員 {(ｦ－ﾜ)×0.5}

1 0

1 2 0

5 4 0 5 328.5 8

0

02.44

別紙１


